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1758 の別亜種Mytilus edulis galloprovincialis 




に日本全沿岸に広がり帰化種となった (波部 1977, 
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図 1. 阿嘉島沿岸 13 区域におけるブイの漂着数 (a/b: 漂着数b























中 5 区域で発見され (島の南西部にはなし)、計 14
個のブイに303個体の付着がみられた (図2)。ブイ
より脱落し砂浜に散逸していたチレニアイガイの総
数は 428 個体であった。一方、漂流中の 2 個のブイ
には計 3 個体のチレニアイガイの付着がみられた。

















建省や広東省の村名 (海 阿具; 長禾) や養殖業を









































は、ヒドロ虫類に属するカイヤドリヒドラ類 2 属 2
種 (内 1 種は 3 地方型に分化) がごく普通にみられ
る (Kubota 1992, 久保田 1995)。しかし、今回採集
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表 1. 阿嘉島沿岸に漂着したチレニアイガイのサイズ組成 
